
15:10～15:30 ■開会挨拶 FUJITSUファミリ会中国支部 支部長 松本 和久
（株式会社サタケ 専務取締役）

■富士通挨拶 富士通株式会社 中国支社長 花野 博昭

■総会議事 2019年度 活動報告 （第一号議案）

2020年度 運営計画 （案） （第二号議案）

2020年度 役員選出 （案） （第三号議案）

2020年度 代議員選出（案） （第四号議案）

※総会議案書は2月中旬に郵送予定です 【第二部】情報交流会は裏面をご参照ください

FUJITSUファミリ会中国支部
支部長 松本 和久

（株式会社サタケ 専務取締役)

2020年1月

■開催日時 2020年3月10日(火) 15:10～19:10（受付開始 14:40～）

■開催場所 ANAクラウンプラザホテル広島 3Ｆ 「オーキッド」

■参加費用 無料 ※懇親会費は、1会員につき2名様まで無料です。但し、3人目から1名様につき3,000円頂戴することがございます。

■お申込み ファミリ会中国支部HPから https://jp.fujitsu.com/family/sibu/chugoku/
※インターネットからのご応募が不可の場合のみ、添付のお申込書に必要事項をご記入の上､ FAXにてご送信ください。

平素はファミリ会活動にご高配を賜り、厚く御礼を申し上げます。

中国支部は今年度創立50周年を迎えることになりました。

つきましては、通常の支部総会、情報交流会に加え、ささやかではございますが、

記念式典を開催いたします。

記念講演では、門田 隆将 氏（作家・ｼﾞｬｰﾅﾘｽﾄ）をお招きし、『リーダーの本義 ～その時、

リーダー達はどう決断したのか～』 と題しご講演いただきます。

また、会員主体で運営している「システム事例フリーマーケット研究会」の1年間の活動についても

ご報告させていただきます。

ご多用の折とは存じますが、多数の皆様にご参加いただきたく、ご案内申し上げます。

開催概要

【第一部】2019年度 中国支部総会・ﾌｧﾐﾘ会活動報告･50周年記念式典（会員様向け）

15:35～15:50

15:50～16:30

【ファミリ会活動報告】 システム事例フリーマーケット研究会

50周年記念式典（参加率、永年表彰、50周年を映像で振り返る）

2019年度中国支部総会



お問い合わせ先

FUJITSUファミリ会 中国支部 事務局
(富士通(株)中国支社 エリア戦略推進部内)
E-mail：contact-family-chugoku@cs.jp.fujitsu.com

〒730-0031
広島県広島市中区紙屋町1-2-22 広島トランヴェールビルディング13F
TEL:082-207-0310 FAX:082-248-6125

【第二部】情報交流会 ※第二部から非会員の方もご参加いただけます

16:45～17:55

記念講演

【略歴】
1958（昭和33）年 高知県安芸市生まれ
中央大学法学部卒業後、新潮社に入社
週刊新潮編集部の記者、デスク、次長、副部長を経て、2008年４月に独立

デスク時代には、800本近い特集記事を取材執筆しました。現在は、ノンフィクション作家として、
政治、司法、事件、歴史、スポーツなど幅広い分野で活躍。“毅然と生きた日本人”をテーマに
幅広いジャンルで感動作を生み出しつづけています。

「この命、義に捧ぐ ― 台湾を救った陸軍中将根本博の奇跡」（角川文庫）で第19回山本
七平賞を受賞。

18:10～19:10 懇親会

会場のご案内

ANAクラウンプラザホテル広島 3Ｆ 「オーキッド」
http://www.anacrowneplaza-hiroshima.jp/ 
〒730-0037 広島市中区中町7-20 TEL: 082-241-1111 

市内電車・バスをご利用のお客様

【電車】広島駅南口より紙屋町経由の路面電車で20分。
（1番広島港 袋町下車）袋町駅より徒歩1分。（運賃 190円）
【バス(エキまちループ)】
広島駅南口1番乗り場から右回りに乗車、白神社前下車徒歩1分

（10分間隔）（運賃 180円）
【バス】 広島駅南口より15分。
2番のりば3号線：広島西飛行場/観音マリーナホップ方面
3番のりば 21-1 21-2号線：御幸通り/ベイシティ宇品方面
袋町バス停下車 徒歩1分（運賃 180円）

広島空港よりお越しの場合

お車をご利用の場合

JR広島駅より車で10分

※お車でお越しの場合、施設内の駐車場をご利用ください
但し、満車の場合がございますので、あらかじめご了承ください
※駐車券はご用意しておりませんので、ご了承ください

ご案内担当者

201901_001

広島空港よりバスセンターまで
・リムジンバス50分、バスセンターより徒歩12分

肩書きや年齢ではなく、本来の使命「本義」に従ったリーダーの行動と心理から、

マニュアルやテクニックに頼らない本当のリーダーシップを提示します。

太平洋戦争の極限の戦場で毅然と生きた指揮官や兵たち、あるいは思いがけな

い事件や事故に遭遇した人々。さまざまな事態に直面した日本人の具体例から、

リーダーとはどうあるべきか、また現場の人間はどうあるべきか。

皆さんの「向かうべき道筋」を見い出すヒントになるメッセージをお話いただきます。

作家・ジャーナリスト

かどた りゅうしょう

門田 隆将 氏

「 リーダーの本義
～その時、リーダー達はどう決断したのか～ 」


